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別紙標準様式（第６条関係） 

会 議 録 

会議の名称 令和５年度第１回枚方市青少年問題協議会 

開催日時 令和５年９月 26 日 
開始時刻 10 時 00 分 

終了時刻 11 時 40 分 

開催場所 第３分館（旧市民会館）３階 第３会議室 

出席者 

会長：飯田委員 

委員：渡辺委員、池田委員、池野委員、奥田委員 

栗村委員、寺島委員、野口委員、野澤委員 

寳田委員、山崎委員、山中委員 

欠席者  花房委員 

案 件 名 

【案件】 

（１）「枚方市子ども・若者育成計画」の進捗状況ついて 

（２）不登校対策について 

提出された資料等の 

名称 

資料１   枚方市子ども・若者育成計画【改定版】令和４年

度進行管理報告書（案） 

資料２   こども大綱について 

資料３   不登校の現状といじめについて 

参考資料１ 枚方市におけるひきこもり等の子ども・若者支援

について 令和４年度の活動報告 

参考資料２ 枚方市青少年問題協議会 委員名簿 

決  定  事  項 

１．「枚方市子ども・若者育成計画」の進捗状況について説明

を受け、委員から出された意見を踏まえ、計画に基づき引き続

き各施策の取り組みを進めることを確認した。 

２．不登校の現状といじめについて報告を受けた。 

会議の公開、非公開の

別 

及び非公開の理由 

公開 

会議録の公表、非公表

の別及び非公表の理由 
公表 

傍聴者の数 １人 

所管部署（事務局） 枚方市役所 子ども未来部 子ども青少年政策課 
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審  議  内  容 

飯田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

乾口子ども未来部長 

 

 

 

 

 

 では、定刻となりましたので、ただいまより、「令和５年度

第１回枚方市青少年問題協議会」を開催いたします。 

 私、会長をさせていただいております大阪国際大学の飯田と

申します。よろしくお願いいたします。 

 今回は今年度の第１回の協議会となりますので、委員の皆様

の中では、前委員から交代されて初めて御出席いただいている

委員の方もいらっしゃると思います。後ほど事務局から本日御

出席の委員の方を御紹介いただいた上で、審議へと入っていき

たいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 本日の議題ですけれども、まず「案件」といたしまして、

「枚方市子ども・若者育成計画の進捗状況」について、先生方

から御意見を承りたいと考えています。そしてその後、「報

告」といたしまして、昨年度の議論の中でもいろいろと話題に

上がりました「不登校対策」について、事務局から説明をいた

だきます。 

 また、本日は 11 時半を目途に終了したいと考えておりま

す。委員の皆様にはスムーズな進行と活発な御発言に御協力を

ぜひお願いいたします。 

 では、初めに事務局から本協議会の委員の御紹介、また、事

務局の職員の方についても併せて御紹介をお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 

 皆様、おはようございます。 

 本日はお忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとう

ございます。 

 事務局を担当しております、子ども青少年政策課課長の小篠

でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、初めに子ども未来部長の乾口より一言御挨拶を申

し上げます。 

 

 皆さん、こんにちは。子ども未来部長の乾口と申します。本

日はお忙しいところ、令和５年度第１回青少年問題協議会に御

出席いただきましてありがとうございます。 

 また、平素から本市の青少年健在育成に御尽力いただいてお

りますことを深く敬意を表しますと共に、心より感謝申し上げ

ます。 
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（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 さて、本市では、本協議会において御審議いただきました令

和４年度までを計画年度とする「枚方市子ども・若者育成計画

【改定版】」に基づき、困難を有する子ども、また、若者の支

援など様々な取組を推進してきたところでございます。ひきこ

もり等の長期化、また、本人や家族の高齢化など、子ども・若

者を取り巻く環境が深刻化しているといった状況の中、枚方市

子ども・若者支援地域協議会のネットワークを生かしながら、

今後も困難を有する子ども・若者とその家族に情報を届け、相

談支援につながるよう仕組みを強化し、計画に基づく取組を推

進してまいります。 

 本日は、委員の皆様に本計画の進捗状況等について御審議い

ただければと考えております。委員の皆様におかれましては、

それぞれの立場から様々な視点で御意見をいただきますようお

願い申し上げまして、簡単ではございますが私からの挨拶とさ

せていただきます。本日はよろしくお願いいたします。 

 

 続きまして、本日の協議会が、先ほどございましたように今

年度初めての開催となってございます。また、新たに就任され

た委員の方もいらっしゃいますので、改めまして会長も含めま

して、委員の皆様を順に御紹介させていただきます。 

  

（委員紹介） 

 

 次に、事務局を紹介させていただきます。 

  

（事務局職員紹介） 

 

 ありがとうございました。では皆様、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 それでは、続きまして、事務局から委員の出席状況及び資料

の確認をお願いいたします。 

 

 本日の委員の皆様の出席状況ですが、出席委員は 12 名で、

「枚方市青少年問題協議会条例」第５条第２項の規定に基づ

き、本協議会が成立していることを御報告申し上げます。 

 なお、本日の傍聴者は１名でございます。 

 本日の会議につきましては、会議録の作成に当たり記載内容
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飯田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 

 

 

の正確性を期すため、補助的に会議内容を録音させていただい

ておりますので、御了承願います。 

 続きまして、お手元の資料を確認させていただきます。 

 

（配布資料確認） 

 

 ありがとうございました。 

 では、本日の会議は 11 時半までを予定しておりますので、

スムーズな進行に御協力のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは早速、案件に入っていきたいと思います。 

 まず、案件１「枚方市子ども・若者育成計画」の進捗状況に

ついて説明をお願いいたします。 

 

＜説明＞ 案件１ 

 

 ありがとうございます。 

 ただいま、事務局から案件（１）の途中までではございます

が説明がありました。ここまでの説明について、御質問や御確

認いただきたいこと、御意見などがございましたら、何かお話

しいただければと思います。 

 いかがでしょうか。特に御確認いただくことなどございませ

んでしょうか。 

 では、また続いて説明もありますので、気づかれたことがご

ざいましたらその後に御質問いただくことも可能ですので、よ

ろしくお願いいたします。 

 では、引き続き案件（１）について説明をお願いいたしま

す。 

 

＜説明＞ 案件１ 

 

 ありがとうございます。 

 ただいま、事務局から案件（１）について説明していただき

ました。先ほどの前半の部分も含めまして、御質問、御意見な

どがございましたら、それぞれのお立場から御意見いただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 御質問などでも結構です。お願いいたします。 
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池田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 居場所支援事業の「ひらぽ」の拡充についてですが、14

ページです。これは開催となっていますけれど、常時やってい

る事業なのか、もしくは青少年センターで定期的というか、あ

らかじめ日を設定して開催されるものかをお教えいただきたい

と思います。 

 もう一点、19 ページの「市内若者雇用推進事業」ですが、

委託事業だと思いますけれど、新たな拡充として職業講話の実

施に向けた仕組の検討という記載がありますが、何か具体的な

イメージがあるようでしたら教えていただければと思います。

よろしくお願いします。 

 

 ありがとうございます。 

 

 まず居場所支援「ひらぽ」についてですが、資料１の 15

ページに少し詳しく資料を載せさせていただいています。居場

所はいろいろな形がありますが、子ども相談課で行っている居

場所支援「ひらぽ」は、クローズドな居場所になっています。

相談に来てくださっている方の次のステップとしての居場所に

なっていますので、基本的には週１回、水曜日の午後２時から

午後４時の時間を使っていて、プラスアルファで何日か行って

いますので月に７、８回、時間と場所を設定した形になってい

ます。 

 内容も一応こちらでプログラムは作っていますが、そこに参

加してもいいし、しなくてもいいしという形になっていて、相

談に来てくださっている若者の皆さんが自分のペースで選んで

参加していただけるような形の居場所づくりになっています。 

  

もう一つの市内企業若者雇用推進事業でございますけれども、

こちらにつきましては市内の事業者の皆様に御協力をいただき

ながらということになりますが、昨年少しさせていただいたも

のでは、バスの運転手さんは子どもが関心を持ちやすい職業の

一つでもありますが、例えば、バックヤードの見学や、他にも

表には見えていないいろいろなことをお話しいただいたりし

て、子どもたちに興味を持っていただくという取り組みをしま

した。今後、どのような展開をして継続させていくかを検討し

ていきたいということで、拡充推進とさせていただいてござい

ます。 



6 

 

 

飯田会長 

 

 

 

池田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 

 

 

池野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 ありがとうございます。御専門のところでもあると思います

ので、何か御意見もあれば言っていただいても結構ですが、よ

ろしかったでしょうか。 

 

 あとの職場見学のところですね、仕組としては非常に意味の

あるといいますか、早い段階からキャリア教育ということで

我々も推奨しています。全体としては、子どもに対する支援と

しては当然意義があると思いますが、ひきこもりとか課題を抱

える子どもに対して特化したものではないかなという感じを持

ちまして、一般的な若年者に対する就労支援は、全く関係がな

いことはないでしょうが、課題別のところにはつながらないの

かなという感じはします。総枠では子どもの支援ということで

は私も賛成ですし、非常にいい取組だと思いますが、その点だ

け少し気にはなりました。 

 

 ありがとうございます。 

 他の先生方も思われることがございましたら、おっしゃって

いただければと思います。 

 もしよろしければ、順番にちょっとお話しいただいてもよろ

しいでしょうか。 

 池野委員、何か御意見等ございましたらお願いいたします。 

 

 枚方警察署生活安全課長の池野です。 

 青少年問題協議会については、警察の少年係が主となってき

ますけれど、ちょっと今回の議題の中で直接警察としてという

ところはなかなか難しいのかなという思いがあります。ただ、

うちの管内において、少年の犯罪も減ってはきていますけれ

ど、いろいろな子どもさんが来るというところで、ひょっとし

たらこういう不登校や、心の部分があって非行に走ってくるこ

ともあるので、この辺の会議の結果については少年係にもちゃ

んとフィードバックをして、何か関わることができるのであれ

ばそこは協力させていただこうと思っております。 

 

 ありがとうございます。 

 直接は御関係がないと思われることがもしありましても、御

意見・御感想などもいただければと思います。 
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奥田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 では奥田委員、お願いいたします。 

 

 ありがとうございます。 

 民生委員・児童委員は対象者が０歳から 100 歳までというの

を目標にしてみんな頑張っていますけれども、なかなか踏み込

んでいけないところがあります。不登校の子どもさんはいらっ

しゃいますかと聞いてもいけないし、そのあたりがもうちょっ

とかみ合っていったら、もっとみんな、民生委員さんが頑張っ

てくれているからいけるかなということが一点あります。 

 それから、さきほどの「ひらぽ」について一点聞きたいので

すが、14 ページの施策目標３の下から２つ目のところです。

「ひらぽ」のボランティアであるサポートフレンドについて養

成講座を開催とありますが、もう実施されていますか。それは

どうやってアナウンスされていますか。私は初めて知って、こ

ういうのがあるのだと思いましたので。 

 

 ありがとうございます。 

 居場所支援「ひらぽ」のお手伝いをしていただいております

市民ボランティアのサポートフレンドさんですけれども、３、

４年に１回、募集をしまして養成講座を開催させていただいて

います。コロナもあったので今回、少し間が開いていますけれ

ども、前回は令和元年度に開催しています。これまでに３回く

らい開催させていただいていまして、その都度、一旦登録から

は外れる方もいらっしゃいますし、新規に登録してくださる方

もおられて、継続してお手伝いしていただいています。登録し

てくださっている中から実際に居場所支援「ひらぽ」に参加し

ていただいて、直接若者の皆さんと関わっていただいている形

です。 

 今年度は養成講座を企画できたらと検討していますけれど

も、いつもは「広報ひらかた」やホームページ等で周知させて

いただいているのと、チラシを各施設等に配らせていただい

て、ありがたいことにとても関心を持っていただきまして、定

員が 30 人ぐらいですが毎回いっぱいになるぐらい興味を持っ

て、何かできればと思ってくださっている市民の方がいらっ

しゃるのだと感じているところです。 

 

 ありがとうございます。 
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栗村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 では栗村委員、お願いいたします。 

 

 個人的な質問になるかとは思いますけれども、私は小学生と

中学生の子どもがおりまして、いろいろな保護者の方としゃべ

る機会があります。心の教室については、実際に相談したいけ

れどもやっぱり教頭先生に申し込んだりしないといけないので

なかなかハードルが高いという声も聞きます。ですので、各学

校によるかとは思いますけれども、心の教室に相談したい方が

申し込みやすいようにもうちょっとハードルを下げていただけ

れば、将来ひきこもりとかそういった方向に進む御家庭が少な

くなるのではないかと思っています。そのあたりは各学校にお

任せされているかと思いますけど、申し込みをするハードルを

下げていただければと思います。 

 あともうひとつ、スクールソーシャルワーカーの事業とし

て、中学校に１名の配置を目指していると書いていますけれど

も、いつ頃全中学校に配置できる予定があるのかをお伺いした

いです。 

 

 心の教室相談員ですけれど、おっしゃるとおり学校によって

申し込みの手順はいろいろとあるかなと思います。今、このよ

うに教頭先生に直接お話しするのはちょっとハードルが高いと

いうのをお聞きしましたので、そういう思いを持っておられる

方がいらっしゃることはこちらとしても学校に周知していきた

いと思います。御意見ありがとうございます。 

 

 スクールソーシャルワーカーの配置につきましては、今現

在、中学校、小学校もありますけど、配置できている人数が７

名です。目標としましては令和７年度に全中学校へ配置を目指

しているところです。 

 

 ありがとうございます。 

 大事な事業だと思います。御質問ありがとうございました。 

 

 少し捕捉しますが、スクールソーシャルワーカーは、今は７

名配置していますが、本来であれば今年度ももう少し増やして

いき、去年が６名、今年が 13 名、来年度が 19 名と、段階的に

増やしてきたいと思ってはいますけれども、今、本当に全国的
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飯田会長 

 

 

寺島委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にワーカーの需要が伸びているといいますか、各自治体も募集

をしているところでなかなか配置が難しい状況ではあります。

不登校になったり、ひきこもりであったりする子どもさんは一

人ひとりそこに至る背景が違いますので、そういうところを

しっかりアセスメントしていく意味でもワーカーの必要性は感

じておりますので、できるだけ早く配置していきたいとは考え

ております。 

 

 ありがとうございます。 

 では寺島委員、お願いします。 

 

 施策目標２の９ページのところですけれども、報告がありま

したように、令和４年度については全体的な人数、相談件数が

増えてきているとお聞きしましたけれど、これについては周知

が徹底してきて増えたのか、それとも実際にひきこもりの方が

たくさん増えてきている現状であるのか、分析というか、状況

をお聞かせいただきたいのと、家族会の相談がずっと、前年度

よりもたくさん増えてきていますので、ここら辺について周知

活動がうまくいっているのか、またどういう形で増えたのかを

お聞きしたいと思います。 

 それと、ここの記載にありますように 15 歳から 39 歳までが

対象となっていますけれども、この報告書にもありましたよう

に 40 歳以上の方も相談があり、これから高年齢になってくる

方についてのバックアップも含めて、何か考えていかなければ

ならないかなという思いもしますので、そのあたりについても

お聞かせ願えればと思います。 

  

 ありがとうございます。 

 まず、９ページのグラフにあります相談件数ですが、延べ相

談件数がこのグラフのとおり右肩上がりで増えてきています。

令和２年度、令和３年度はコロナの影響を受け外出自粛等もあ

りましたので、新規も減りましたし継続的に来ていただいてい

る方も来られなくなったり、少し頻度を下げられたりというこ

とがありました。家族の会や居場所も実施しない月もありまし

たので、このような形で数が減っています。それを受けて令和

４年度はそこの部分が復活してきたということが一つあると思

います。 
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飯田会長 

 

 

 

 

 

 10 ページの真ん中の表ですが、新規相談の数としては令和

２年度、令和３年度が、100 件以上あったのが 72、82 と減

り、令和４年度も微増で思ったほどには増えていません。令和

４年度の延べ相談件数の増加は、新規につながっているという

よりかは今まで継続してつながってきた皆さんがもう一度つな

がり始めた、つながりが回復してきたということがこの数に表

れていると感じています。ですので、新規につながるところは

引き続き課題として周知をいろいろな形でしていけたらと思っ

ていますけれども、昨年度と今年度にかけてはもう一度つな

がった方に丁寧につながっていけたらいいなと考えているとこ

ろです。 

 家族会の会についてですが、先ほどの居場所支援と一緒で、

こちらの相談支援センターの相談に来てくださっている御家族

を対象にさせていただいています。おととしはコロナで開催を

自粛した月もありましたけれども、再開すると前年度よりもと

てもたくさんの御家族が参加くださいました。その影響が令和

４年度も続いていたのかなと思っています。ですので、一度つ

ながりが切れてしまうと直接誰かとつながりたい御家族も孤立

していかれますので、それでもやっぱり誰かとつながりたいと

いうニーズがとてもあるのだろうなということが分かった数字

でした。 

 40 歳以上の方の支援についてですけれども、今現在も実際

に 40 歳以上の方の御相談もあります。それから 30 代で御相談

を受けて５年とか 10 年とかお付き合いしている方が 40 代にな

られるケースもありますが、そういったときには他機関との連

携で次へおつなぎする動きをとっています。主には健康福祉総

合相談課という市役所内の課で、様々な社会資源や福祉サービ

スを活用してその後の生活をどう整えていくかという御相談、

そのような次の動きにおつなぎしていくという形で支援を継続

しているところです。 

 

 よろしいでしょうか。はい、ありがとうございます。 

 皆様に今、御発言いただきたいのですが、資料２の説明も事

務局からありますので、資料２の説明をいただいた後、資料

１、資料２を含めてまた御発言いただければと思いますので、

まず資料２の説明を事務局からお願いいたします。 
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飯田会長 

 

 

 

 

野口委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

＜説明＞案件２ 

 

 ありがとうございます。 

 今の点も含めて、御質問・御意見などを続けて御発言いただ

きたいと思います。 

 では野口委員、いかがでしょうか。 

 

 先ほどの資料１で御説明いただいた中で、小学校・中学校で

不登校児童・生徒数が増加していることとか、あとは不登校の

要因が多様化しているというお話がありました。本校において

も不登校生徒の問題は喫緊の課題と考えておりまして、いろい

ろな対応を現在も行っているところですけれども、その中で適

応指導教室というものを活用して、なかなか教室に入れないお

子様のスモールステップの場としていろいろなお子さんが今も

勉強しているところです。市の方に御支援いただいて、以前に

比べるとすごく手厚くなったかなという感想を持っていますけ

れども、一方でやはり不登校生徒を抱えている課題が本当に多

様化していまして、例えば、その場で勉強するお子さんについ

ても、基本的には教室で勉強するけれど、一時的に場所を移す

ことで心の安定を図るお子さんもいれば、単純に学校へ行く

ハードルが高くて活用している生徒もいます。このように目的

とかいろいろなものが違う中で、一つの空間にいる難しさもす

ごく感じています。なかなか教室の配置とか人員の配置とか、

そういうところが非常に難しいという感想を学校では感じてい

ます。 

 あとは、職業講話のお話も先ほど出していただきましたけれ

ども、今イメージされているのが、例えば対象が小学校の何年

生なのか、中学校の何年生なのか、そのあたりの対象のイメー

ジによって方策が変わってくると思いますので、そのあたりも

具体的に御説明いただけたらありがたいと思っております。 

  

 ありがとうございます。 

 就労の関係の小・中学生に向けた取組でございますけれど

も、今後の展開について、今はまだ模索しているところでござ

いますので、どういった世代といいますか、小学生なら小学

生、中学生なら中学生にという形で、どういった形で事業者さ

んと連携してやっていけるのかは、今後も引き続きよりよいも
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飯田会長 

 

 

野澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

のになるよう検討していきたいと考えているところです。 

 

 はい、ありがとうございます。 

 では続けて野澤委員、お願いいたします。 

 

 野澤です。調査された中で内閣府の調査を基本に「自室から

出るか」、「家からは出ない」または「自室からほとんど出な

い」とかいくつかの項目がありますけれども、ひきこもりは非

常に難しい問題で奥も深くて、それを地道に継続的にやってお

られるのは非常に大変だと思っています。それをまた続けてい

かねばならないということで、将来に向かっても大変かと思い

ますけれども、この内閣府の調査に基づいて枚方市もされてい

ると思いますけども、私の経験からこのひきこもりの前段階と

して、ほとんどの子どもたちが不登校を経験していることが考

えられます。また、不登校の原因としていじめがあることも考

えられて、この関係性は非常に強いものがあると考えられるの

で、ひきこもりの前段階として過去に小・中学校で不登校の経

験があったかどうか、いじめがあったかどうかを加えて調査を

されるお考えはないでしょうか。そのような調査があったらい

いのではないかと思いますが。 

 

 今、いただきました御質問ですけれども、お手元にご用意し

ております枚方市の子ども・若者育成計画（第２期）、これは

昨年度皆さんに御審議いただき作っていただきました計画です

が、この第２期計画の 11 ページを御覧ください。 

 こちら、昨年、この計画を作るに当たって、ひきこもり・不

登校などに関するアンケート調査を実施いたしまして、グラフ

の上２つです。子どもさんがひきこもり始めた年齢は何歳ぐら

いですかと、そのうち不登校の状態になった時期はいつですか

ということで書いてあるグラフがあると思いますけど、これで

いきますと 57 人の対象者がおられて、そのうち 46 人が不登校

の経験があると出ています。割合でいいますと約８割となって

おりまして、昨年のこの調査からは約８割の方のひきこもりの

背景にもともと不登校があったことが分かっております。 

 

 補足ですが、同じ計画の 17 ページを御覧いただけますで

しょうか。 
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飯田会長 

 

野澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

寳田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子ども・若者相談支援センターを利用しておられる若者の皆

さんに昨年度、アンケート調査を行い、40 部、回答をいただ

きました。そのうちひきこもりの経験があると答えてくださっ

た方が 32 人おられて、その御本人さんが思われるひきこもり

の原因やきっかけが円グラフの横の棒グラフになりますが、２

番目に多いのがやはり不登校と答えてくださっています。いじ

めも９人答えてくださっていますが、今、委員が言ってくだ

さったように、やはりこういった調査からもひきこもりの前段

階として不登校やそれにつながるいじめの体験は大きく存在し

ているだろうなというのを踏まえながら、今後の支援に取り組

んでいけたらと思っています。 

 

 ありがとうございます。 

 

 ありがとうございます。 

 私が申し上げたかったのは、不登校が減少するのではなくて

どんどん増えていっているという現実があります。ということ

は、将来ひきこもりも増加することは十分考えられるので、今

の教育環境は個人ではどうにもできないところもありますけれ

ども、子どもたちの状態は熱を 40 度ぐらい出してもだえてい

るような、ひっ迫しているような状況だということを私たち大

人が捉えていかないと、この先行き詰まるのではないかという

危惧を持っておりましたので発言させていただきました。 

 ありがとうございました。 

 

 ありがとうございます。 

 では寳田委員、お願いいたします。 

 

 失礼いたします。 

 まず率直な感想といたしまして、この大きなテーマにつきま

して本当に市を挙げて、そして関係者の皆様とともに多角的・

多面的に御対応いただいていると感じております。 

 そうした中で、特にひきこもりとか若年無業者、不登校とい

う問題には、古い話ですけれど昭和 61 年ぐらいから私も高校

教員として直面してきましたが、やはり同じ状況が続いている

ということに加え、その背景が多様化しておりなかなか思いど

おりにいかないと、教員も悩んでいる状況の中で、こうやって
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市を挙げて様々な関係機関と協力しながら取り組んでいただい

ているのは本当に心強く思っております。 

 まず、資料１の２ページ、本計画の対象というところで、当

人だけではなくその家族も対象にしているということ。これは

当たり前だと言われればそうなのですが、非常に重要な要素で

あると思っております。家族の理解、家族の困り感、ここを

しっかりキャッチしていかねばならないところだと思います。 

 加えて、キーワードだけで恐縮ですけれども、私自身、校長

という立場から学校運営上も大事だと思っているのが、14

ページの施策目標３の「居場所づくり」というポイントです。

「居場所」と「社会参加」、これらも当たり前のことかもしれ

ませんがなかなか難しいテーマです。社会が急速に変化してい

く中で、居場所とか社会参加も様変わりしている部分があり、

難しい局面も生まれている中で、本当に普遍的で重要なキー

ワードだと思っております。そうした中で、「ひらぽ」とか、

私は存じ上げなかったですけれど「夜ひらぽ」というものも

あって、非常に幅広く対応していただいていると感じておりま

す。 

 また、高等学校という立場で、これもありがたいし大事だと

思うのは、21 ページになりますが、不登校やニート等の問題

対応にしましても、進路指導におきましても、保、幼、小、

中、高、大、もちろん大学に加え専門学校とか短大も含め、そ

して社会につながっていくという連続性、相互の関連性の観点

は非常に重要であると思っています。今回のテーマでもこの連

続性・関連性を考慮した支援に努めておられ、これも重要な要

素だと思っております。 

その中で、私自身不勉強で申し訳ないのですが、22 ページ

の中段にあります、「定時制や通信制高等学校等関係機関との

連携体制構築に取り組みました」という、この連携体制構築を

もう少し具体的に教えていただけたらと思っております。 

 加えて、その次のページ、23 ページの２月 16 日のところに

枚方高等学校と書いてあります。恐らく昨年度、本校の校長や

教員が参加させていただいているかと思いますが、私も今後何

らかの形で協力していきたいと思っておりますので、この「連

携体制構築」について具体的に教えていただけたらありがたい

です。よろしくお願いします。 
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（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

山崎委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ありがとうございます。 

 同じ 22 ページに、連携体制構築の前段として去年、内閣府

の地方版孤独・孤立対策官民連携プラットフォームという国の

事業を活用して、特にこの計画を作った当初から、義務教育期

までは不登校対策というか、この部分は市の範疇の中でやって

いけますけれども、義務教育が終わった後の、高校になった後

の支援がなかなか、どうしていくのか、そこがどうしても切れ

目になってしまうのではないかという課題認識はしていまし

た。やはりそこの連携の難しさは感じておりましたので、そこ

に着目して、去年の計画策定でも、この協議会で御意見もいた

だきましたので、そこをしっかり話をしていきたいということ

で、国の事業を活用して、ご発言いただいた２月 16 日と、そ

の前段に 12 月 16 日ということで２回、通信制の高校とか定時

制の高校、それからフリースクールとか民間の支援の学校、２

回目には枚方高等学校の平岡前校長先生にも参加していただい

て、どういう連携をしていけるのかを、課題出しも含めて話を

させていただきました。すぐにぱっと、こうしたら解決すると

いうことではありませんので、課題として定時制とか全日制も

含めたいろいろな学校が連携していかねばならないということ

を改めて認識させていただいたところです。これは継続して話

をしていかねばならないことで、去年はコアな学校でしました

が、今年は全体のネットワークの場でも取り上げさせていただ

き、多様な観点から引き続きそこの連携については話をさせて

いただきたいと考えております。 

 

 ありがとうございます。 

 では山崎委員、いかがでしょうか。 

 

 交野警察の山崎と申します。 

 関係機関との連携というところで、警察はいろいろな事案の

対応等々をしていきますけれども、やはり見ていると、保健所

であったり子ども相談課とは結構情報共有をしたり、時には相

談に乗っていただいたり、いろいろと対応していただいている

ところでございます。本日、このような形で保健所や子ども相

談課がその後ろでまたこのような若者の育成の支援をしている

のを知りましたので、今後いろいろと保健所、子ども相談課初

め、いろいろな機関と情報共有をしていく際は、このような切
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飯田会長 

 

 

山中委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 

り口での情報提供・共有もしていかなければいけないと感じま

した。 

 

 ありがとうございます。 

 では山中委員、いかがでしょうか。 

 

 失礼いたします、小学校長会の代表で来ました山中と申しま

す。 

 先ほどの御意見の中に、不登校からひきこもりにつながって

いるという話は小学校の教員として、認識しているところで

す。やはり不登校をなくすため、少なくするために学校として

どんなことができるか、ここにも書いてあるように、家族の方

とどれだけ寄り添えるかが大きなポイントになるかと思いま

す。そのためにも、先ほどハードルが高いという心の教室の話

もありましたが、心の教室という相談場所がありますというこ

とをしっかり周知して、それは文面だけではなくて日頃の子ど

もたち、それから家族の方に「こういうものがありますよ」

「機会があれば来てくださいね」というもので進めていってい

ます。また、幼稚園から小学校、小学校から中学校に上がると

きに不登校になる場合がすごく多いと資料にもありましたよう

に、そういうところではそれぞれの教育施設と連携して進めて

いっているところもあります。 

 それと、本校も適応指導教室を今年作りましたけど、どうし

ても人材不足で人がいない、教室はあるけれど人がいない、で

きればそこに常駐する方がいらっしゃれば、子どもたちも心が

しんどいときにいつでも行ける場所が提供できると思います。 

 今、いろいろとお話をしましたけれども、我々もいろいろな

所とつながりを持って対応していく、それから不登校等になり

そうな子どもも、子どもだけじゃなく家族の方も、いろいろな

所でつながりを持っていただくということで進めていってま

す。またよろしくお願いします。 

 

 ありがとうございます。 

 私自身も公認心理師・臨床心理士としてスクールカウンセ

ラーを 18 年ぐらいやってきておりますので、現場で、不登校

という状態と、それが発展してひきこもりにつながってしまう

ということで、ちゃんとつながなきゃいけないとすごく感じて
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（事務局） 

 

飯田会長 

 

 

 

 

渡辺副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

渡辺副会長 

 

（事務局） 

 

 

おりました。昨年度の会議の中でもそのあたりがすごく意見と

して出ましたので、本日は報告事項ということで、案件２とし

て「不登校対策について」、児童生徒支援課から報告をいただ

きたいと思っております。 

 あと、副会長にまだ御意見をいただいてないのですが、副会

長には不登校対策の報告をいただいてから全体を通して御意見

をいただきたいと思いますので、御報告をお願いいたしたいと

思います。 

 

＜説明＞案件２ 

 

 ありがとうございます。 

 ではまず副会長から、全体を通して御意見・御質問などがあ

りましたら伺いたいと思います。その後、皆様にもう一度伺い

たいと思います。 

 

 時間的にあまりないですけれども、皆様方のお話をお伺いし

ていまして一番強く印象に残りましたのは、お話をされる内容

が去年と比べてかなり洗練されてきたと、内容が煮詰まった、

去年よりももっと奥が深くなった、幅が広くなった、そう感じ

ております。これは事務局の方がいろいろと努力されて、その

積み重ねの結果だと思います。 

 その上で私からちょっと質問させていただきたいですけれど

も、質問の前に、昨年度の不登校・ひきこもりに関しまして最

も関わりが強くて影響力が大きいのは、やっぱり親だと私は思

います。家族会とか、あるいは小・中学校で昔からあると思い

ますが、不登校親の会、あるいはおやじの会とか、そういった

ものを含めまして、その辺のところの活動状況が現在の状態で

どうなっているのかもお聞きしたいと思います。 

 

 現在、今どういう形になっているかというところですか。 

 

 そうです。不登校親の会とか、そういった。 

 

 私の把握している範囲ですけど、各学校で親の会が今、開催

されているかどうかは把握がございませんが、かつてそういう

会があったということは認識しております。子ども相談課がさ
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栗村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田会長 

 

 

 

 

 

れている会には、不登校親の会の方がいつも来ていただいてい

るので、そこには、直接ルポに来ていただいて助言いただいた

り御要望いただいたり、そういうつながりはしておりますけれ

ども、各学校は把握がございません、すみません。 

 

 参考になるかどうか分からないですけれども、ＰＴＡは各学

校に、まだある学校もほとんどと思いますけれども、年々そう

いうＰＴＡに対しての関心は薄れてきていて、みんな、本部の

役はやりたくないとかそういった方が増えてきています。本部

の役をやるのが負担という原因はありますけど、それ以外にも

保護者同士の横のつながりも薄くなってきていると思うので、

なかなか学校単位、保護者同士でいろいろと情報を共有する機

会も少なくなってきているとは思います。 

 それと、ＰＴＡとは関係ないかもしれませんけども、自分の

子どもが通っている学校に関して、何というか、自分の子ども

だけがよければいいという考えをお持ちの保護者がかなり増え

てきているので、そうではなくて、いろいろな問題を解決する

にはいろいろな人との関わりを持つことが大事と思っていま

す。そうすればいろいろな人とつながるのでいろいろな情報も

共有できますし、例えばですけれども、小学校であったら「心

の教室、なかなか行けへんねん」というお母さんたちも、「そ

んなん大丈夫やで」と言って、「教頭先生に言ってあげるわ」

という軽い感じでつなげてあげられると思います。個々で物事

を考える方がたくさん増えているというのが肌感としてありま

して、いろいろな人とつながるために、皆さんが自分の子ども

がよければじゃなくて、自分の子どもが楽しく、過ごしやすく

過ごすには周りの環境が大事だと考えていますので、みんなが

人に関心を持っていただけたらと思っています。結構いろいろ

な情報を共有できる場が少なくなってきているとは思います。

まとまりがなくてすみません。 

 

 ありがとうございます。 

 恐らく、学校単位で学校が行っているものだけじゃなくて、

保護者が自主的につながっているような、私もスクールカウン

セラーをしている中で、保護者が行っているものが積み上がっ

てきているような保護者会もたくさんあると思いますので、そ

この部分は多分、教育委員会では把握しきれていない部分かと
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思いますので、またそのあたりも発展していくといいなと願い

ます。 

 では、少し時間を過ぎてしまいました。たくさん御意見をい

ただいて、本当にありがとうございました。 

 今後、事務局においては委員の皆様の御意見を十分に踏まえ

ながら計画の基本的な考え方という、子ども・若者の自立に向

けた支援体制の充実とか社会全体で支援していく環境づくりを

進めていただくことにしたいと思いますけれども、よろしいで

しょうか。 

 はい、ありがとうございます。 

 私自身、スクールカウンセリングをライフワークとして研究

もしておりますけれども、全校に校内適応指導教室があるとい

うこと自体、私は臨床のフィールドが別の都道府県ですけれど

も、まず本当にすばらしいと思いますし、大学で学生にいろい

ろと授業をしている中でメタバースに登校できたらいいのにと

いう意見も実際ありましたけれど、なかなか実現は難しいだろ

うなと思っていたことが今回書かれていましたし、すごく先進

的な取組をされていると、いつも出席するたびに思います。今

後ともよろしくお願いいたします。 

 ということで、このほかに事務局から何かございましたらお

願いします。 

 

 本日の資料等につきまして御不明な点等ございましたら、恐

れ入りますが 10 月 10 日火曜日までにメールや電話などによ

り、事務局でございます子ども青少年政策課まで御連絡いただ

きますようお願いいたします。 

 また、本日の会議録につきましては事務局で案を作成した

後、皆様にメールまたは郵送でお送りさせていただきます。皆

様に御確認していただいた後、その結果を会長と調整させてい

ただき、決定したものをホームページで公表してまいりたいと

考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 最後に、本協議会委員の皆様の任期でございますが、来月末

の 10 月 31 日までとなってございます。その中で野澤委員にお

かれましては、このたびの任期満了によりまして御退任されま

す。一言お言葉をいただけたらと思います。野澤委員、よろし

くお願いいたします。 
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飯田会長 

 時間が超過しているのにすみません、お時間をいただきま

す。 

 長くお世話になりました。その間、「子ども・若者育成計

画」に、いろいろと議論をされる事務局の御苦労とか皆さんの

議論の熱心なところとかをお勉強させていただきました。大変

有意義で、私も少しは成長したのではないかと思っておりま

す。今後もこの会議が本当に有意義で子どもたちの成長に、そ

して家族の方たちに少しでも存在意義がある会議により発展さ

れることを願っていますし、それから、枚方市そのものが子ど

もの育っていく環境がいいと評価を受けるような会議の力に

なっていったらいいのではないかと思っております。 

 私自身は去年、１年になりますけど、１歳、３歳、５歳の３

人の子どもを土曜日と日曜日に父親が勤務に出ている間、土曜

日は４時半に保育所へ迎えに行って、７時に父親が帰ってくる

間まで食事をさせてお風呂に入れて夜寝る準備をするというこ

とをやったり、日曜日は朝８時からパパが出られますので、夕

方７時まで食事をしたりおやつをやったり、お勉強したり、遊

んだり、お風呂に入れたり、いろいろと遊んで遊び相手をした

りしています。それなりに悪い子であっても、とてもかわいく

てかわいくて仕方ないですけれど、私なりにそういった地域貢

献を続けていきたいと思っておりますし、わかばの団体といた

しましても 10 月 22 日にＮＰＯフェスタで「子どものふれあい

移動動物園」をやって、少しでも子どもたちの笑顔が増えたら

いいかなと、赤字を覚悟で計画をしております。そういうこと

で、自分にできることをやっていきたいと思いますので、皆さ

んもどうぞ、この会議が本当に充実するように、発展するよう

に、力を合わせて進んでいっていただけたらと願っておりま

す。いろいろとありがとうございました。 

 

 ありがとうございます。 

 野澤委員には長きにわたって青少年の健全育成に御尽力、御

協力をいただきました。心からお礼を申し上げます。枚方市青

少年問題協議会委員は退任されますが、引き続き、これまで同

様サポートいただければ幸いでございます。どうもありがとう

ございました。 

 

 では、お時間をちょっと超過してしまいまして申し訳ありま
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 せんけれども、これをもちまして令和５年度第１回青少年問題

協議会を終了したいと思います。 

 皆様、本日はありがとうございました。 

 


